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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

半導体量子ビットの多ビット化に向けて、GaAs 系、Si 系の両方で検討を進めてきた。GaAs 系では

多重量子ドットによる 3～4 量子ビットの状態読み出しと量子もつれ操作を実現し、Si 系では量子ビ

ットの大規模化に向けて 40✕40 量子ビットのシミュレーションを行った。また、デコヒーレンス機構

の解明とフィードバック制御により Si/SiGe 系を中心に世界最高水準の高忠実度を実現させた。さら

に Toffoli ゲートや量子テレポーテーション、量子非破壊測定による読み出し技術の改善など目標を

超える成果を達成した。 

原著論文数は 52件、講演数は 279回(招待講演数は 116回)、特許出願数は 1 件であり、ハイインパ

クトな論文に多数出版されており、半導体をベースにした量子コンピューターの基礎研究として顕著

な成果が得られた。知財については、現時点では直接的な産業創出につながってないかもしれないが、

フィードバック操作による電子スピンの量子状態を安定化する技術など、今後、スピン量子コンピュー

ターだけでなくセンシング等への応用も含めた横展開も期待できる。 

多彩な量子ビットの実現方式の中で、半導体スピン量子ビットは、スケーラビリティの観点から有望

である。しかし、乗り越えるべき困難も多々あるため、今後、この分野をさらに牽引することを期待し

たい。 
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